
平成23年度　第1回 ＜資料１＞

一宮市男女共同参画推進懇話会　

平成２２年度事業実績

いちのみやし男女共同参画推進状況



目標Ⅰ　男女平等の意識づくり

課題１　家庭における男女平等教育の推進

所　管　課 事　　業　　実　　績

健康づくり課
・マタニティ教室を開催
12コース(１コース3回)延べ参加者数：805人(うち男性52人)

・新米ママさん教室を開催12回　延参加者数：234人

子育て支援課
・パパもいっしょに遊ぼっ！未就園児を持つ親と子を対象に開催　年１１回
　延参加人数：771人（父親253人　母親231人　子ども280人　その他7人）

・公園へいこっ！子育て家庭の家族と未就園児を対象に開催　年８回
　延参加人数：563人（大人271人　子ども292人）

・子育てにおける父親・母親の役割や接し方を学ぶための育児講演会１回、
　育児講座１１回を開催
　育児講演会　参加人数：大人170人（うち男性18人）　子ども42人
　育児講座　　延参加人数：656人（父親30人 母親298人 子ども301人 その他27人）

生涯学習課 ・親子ふれあい教室を開催　年１回　参加者数：34人

スポーツ文化センター
・親子グラスアート体験教室　年1回　参加者数：23人
・親子スウィーツ作り教室　年2回　延参加者数：46人
・親子で夏休みきらきらデコレーション教室　年1回　参加者数：28人

企画政策課 ・いちのみやし男女共同参画情報紙「いーぶん」を年2回発行

第20号：「男女共同参画についての『市民の声』～ワークショップより～」（H22.9月発
行）21,000部
第21号：「一宮市の男女共同参画ってなに？」（H23.2月発行）22,300部
市会議員・公共施設・小中学校・女性関係団体等へ配付。第19号から、全町内回覧を
実施

・男女共同参画週間（6月23日～29日）に合わせ、一宮・尾西・木曽川3庁舎へ懸垂幕
を掲示

・ホームページにて、啓発

生涯学習課 ・カリキュラムの充実に努めた。

所　管　課 事　　業　　実　　績

高年福祉課 ・介護予防講座(家庭介護教室）を開催　21回、延参加者数：455人

・高齢者の料理教室（男性専科）を開催　32回、延参加者数：636人(男性)

働く婦人の家 ・料理教室を開催 (男性参加）　10回、延参加者数：215人（うち男性15人）

生涯学習課 ・男の料理講座を開催　2公民館　各１回、延参加者数：38人

①男性が参加しやすい生活実践講座等の開催

②各種広報等媒体による家庭責任の男女共同分担意識の啓発

施策（２）　家庭教育講座等の充実

施策（１）　家庭責任の男女共同分担意識の啓発及び男女共同の家庭像の普及

①夫婦や親子が共に参加する行事の開催

③青年男女を対象にした「家庭責任の共同分担意識」に関するカリキュラムの充実
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課題２　学校における男女平等教育の推進　

所　管　課 事　　業　　実　　績

学校教育課

学校教育課 ・職場体験学習を推進した。

学校教育課 ・男女平等を含め、人権についての児童生徒向け図書の研究を進めた。

学校教育課

学校教育課 ・学級活動等で学年段階に応じた生命尊重と男女理解について指導した。

所　管　課 事　　業　　実　　績

学校教育課 ・名簿作成上で男子名簿が優先されないよう、校長会議等を通して配慮を促した。

学校教育課 ・男女の区別なく個の適性に応じて選出するよう指導した。

所　管　課 事　　業　　実　　績

学校教育課 ・校長会議等で、各学校での男女平等意識の醸成を促した。

学校教育課 ・男女の区別なく、適性に配慮した学年担任配置に努めた。

学校教育課 ・男女の区別なく、適性に配慮した主任等の登用を図った。

所　管　課 事　　業　　実　　績

学校教育課 ・親子で参加する行事を開催し、その内容の一層の充実を図った。

施策（１）　男女平等教育の一層の推進

③男女平等教育の観点から、女性教諭の主任への登用促進

施策（４）　学校と父母（PTA）の連携による男女平等意識の啓発

①学校とPTAが連携し、親子で参加する行事の開催

⑤社会の状況と発達段階に応じた効果的な性教育の充実

②学級、生徒会、クラブ活動等での役員選出に際し、男女平等観に配慮した指導の促進

施策（３）　教員の意識啓発と男女平等体制の推進

①男女混合名簿の導入は学校の実情に合わせて推進　男女別の場合は男子名簿が優先されないよう配慮

・道徳の時間に副読本（明るい心、明るい人生）等を利用し、男女の協力について理解
を図った。

③学校の図書館に男女平等コーナーの設置の推進

②男女平等観にたった進路指導や特に女子生徒への経済的自立、職業観の理解促進

①男女平等の理解を促進させるための副読本等の活用の充実

・道徳の時間に副読本（明るい心、明るい人生）等を利用し、男女の協力について理解
を図った。

②小学校での学年担任の性別均衡の配慮

施策（２）　学校生活、指導における男女平等の徹底

④道徳・公民等の授業において男女平等観を養う教育の充実

①男女平等意識向上の研修の充実
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課題３　生涯学習における男女平等の推進

所　管　課 事　　業　　実　　績

働く婦人の家 -

生涯学習課 ・女性講座の充実に努めた。前期１コース３回　後期１コース３回　延参加者数：１６５人

生涯学習課 -

働く婦人の家 ・各種講座で託児を行った。 （平日の午前・午後のみ）　託児数：141人

生涯学習課

所　管　課 事　　業　　実　　績

青少年育成課 -

所　管　課 事　　業　　実　　績

働く婦人の家 ・関係図書・資料の収集に努めた。

図書館事務局 ・関係図書・資料の収集に努めた。関係図書2,466タイトル

施策（３）　市立図書館等に男女平等コーナーを設置

施策（１）　性別役割分担解消の視点を取り入れた学習活動の強化、充実

①女性対象の自立や権利意識・社会的責任の自覚等の講座の充実

①男女平等に基づく健全な男女観、性意識の育成講座の充実

施策（２）　若い世代への健全な性意識の普及

①男女平等社会の推進に関する図書、資料、ビデオテープ等を備えた男女平等コーナーの設置

②公民館等の各種講座で、男女及び男性対象の性別役割分担意識解消等の講座の充実

③各種講座での託児の充実及び参加しやすい曜日・時間の推進

・各種講座・行事で託児を行った。　31回　延託児者数：270人
　（赤ちゃんセミナー10回：延135人、幼児期家庭教育セミナー6回：延51人、市民大学
公開講座8回：延34人、女性講座6回：44人、いちのみや女性のつどい1回：6人）
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課題４　男女平等意識の啓発

所　管　課 事　　業　　実　　績

企画政策課

企画政策課 ・広報やホームページ、いちのみやし男女共同参画情報紙「いーぶん」により啓発。

健康づくり課 ・関連のパンフレット（県より）の配布

働く婦人の家 ・国・県のパンフレットを窓口で配布し、啓発

所　管　課 事　　業　　実　　績

企画政策課

・(臨）ウィルあいちと共催で、男女共同参画サテライトセミナーを開催。
　（12月11日　尾西生涯学習センター6階大ホール）
　参加者数：69名
　講演テーマ：パパの子育て応援します～イクメンで夫婦仲良し、子どもイキイキ～

生涯学習課 ・「いちのみや女性のつどい」　を開催　1回、参加者数：794人

所　管　課 事　　業　　実　　績

企画政策課

・(改)いちのみやし男女共同参画情報紙「いーぶん」を年2回発行
第20号：「男女共同参画についての『市民の声』～ワークショップより～」（H22.9月発
行）21,000部
第21号：「一宮市の男女共同参画ってなに？」（H23.2月発行）22,300部
市会議員・公共施設・小中学校・女性関係団体等へ配付。第19号から、全町内全戸回
覧を実施

②広報等各種媒体による女性の人権、性の尊重、暴力、売買春、セクシュアルハラスメント追放の啓発

・男女共同参画情報紙の編集等を男女のボランティア協力者を得て発行
　女性5名、男性1名

①啓発キャンペーンについての調査、研究

施策（３）　男女平等社会実現の取組への協力者の活用

②女性のつどいの充実

施策（２）　男女平等意識啓発のための各種イベントの開催

①情報紙の編集等に女性協力者の活用

施策（１）　粘り強い啓発活動

①男女平等意識の啓発のための情報紙の発行
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目標Ⅱ　あらゆる分野への社会参画の促進
課題１　政策・方針決定の場への女性参画の促進

所　管　課 事　　業　　実　　績

企画政策課
・審議会等の委員への女性登用状況調査を実施。
（毎年、4月1日現在での内閣府調査にあわせて実施）

企画政策課
・女性人材名簿を作成し、各課に女性登用の参考にしてもらうよう、マニュアルを作成・
配布

・県の男女共同参画社会支援セミナーへ女性（市民）１名を派遣。

企画政策課
・各課に対して、女性人材名簿情報の提供、推進会議等を通しての女性登用率促進な
どの働きかけを行った。

企画政策課
・各課に対して女性のいない審議会等の解消促進の働きかけを行った。その他の審議
会に対しては、女性登用促進の働きかけを行った。

所　管　課 事　　業　　実　　績

秘書広報課 ・市広報編集委員を公募し、生活に関わるいろいろな問題を編集ページに掲載

　年10回掲載、市民編集委員　男性5人・女性4人

生涯学習課 -

所　管　課 事　　業　　実　　績

人事課

行政課

人事課 ・男女の差別なく、個人の能力を十分に公務に反映し、また評価するよう努めた。

・女性職員が差別されることなく、その能力を十分発揮できる職場環境を整備するととも
に、適材適所の配置に努めた。平成14年4月1日から婚姻前の氏を使用可

施策（１）　審議会等委員への女性の積極的な登用

①登用状況の調査及び情報紙による公表

②女性職員の管理職への登用促進

①女性職員に多様な職場・職務経験の推進

④女性のいない審議会等の解消の促進

②政治や社会に関する講座の充実と意識啓発の推進

①女性の意見の反映システムの研究

施策（３）　市職員の女性の管理職への登用と能力開発

・女性職員（保育士含む）用防災服を購入し、配布した。
　【購入】　上衣 42着  下衣 44着　　【配布】　上衣 39着  下衣 39着

②委員の当て職的考え方の是正と女性の人材発掘

施策（２）　行政に女性の意見を反映させる機会の拡大

③女性登用率の促進（目標　平成22年　30％）
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企画政策課
・職員向け男女共同参画ガイドラインを配布し、職員研修の1カリキュラムとして、研修を
実施。　対象：新入職員

人事課 ・自治大学校に女性を1名派遣

・市町村アカデミーに女性を1名派遣

・職員向け男女共同参画研修を実施　対象：新入職員（100名　うち男性61名）

所　管　課 事　　業　　実　　績

学校教育課

所　管　課 事　　業　　実　　績

企画政策課

所　管　課 事　　業　　実　　績

経済振興課
・（新）労働局等のキャンペーン期間等にあわせて、広報誌、ホームページ等で啓発し
た。

施策（５）　町会長、PTA会長等役員への女性の参画啓発

・広報やホームページ、いちのみやし男女共同参画情報紙「いーぶん」、懸垂幕（男女
共同参画週間）により啓発。

①企業や団体に対して、方針決定過程への女性参画の有用性の啓発

施策（６）　民間の企業・団体に対する女性の管理職への登用促進啓発

①広報等による男女共同参画に対する理解促進の啓発

・男女の区別なく、能力を十分学校教育活動に反映できるよう管理職への登用に努め
た。

③男女平等に関する職員研修の充実

施策（４）　女性教員の管理職への女性の参画啓発

①関係機関と協力して女性教員の管理職登用の促進
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課題２　地域活動への参加の促進

所　管　課 事　　業　　実　　績

企画政策課

所　管　課 事　　業　　実　　績

生涯学習課 -

所　管　課 事　　業　　実　　績

子育て支援課

・子育てサークル交流会を開催
　2回　延参加人数：124人（母親61人　子ども63人）
・子育てサークル代表者会・子育てサークル講習会を開催
　子育てサークル代表者会　11回、延参加人数168人（母親82人　子ども86人）
　子育てサークル講習会　11回、延参加人数165人（母親79人　子ども86人）

・母親クラブなどの地域活動組織の活動に対して補助金を助成
　補助クラブ数：10クラブ

予防課

生涯学習課

生涯学習課 ・各種講座終了後のグループサークルづくりを働きかけた。

施策（３）　女性団体への支援の強化と女性リーダーの養成

②女性グループ・サークルづくりのための啓発活動の推進

①活動に対する助言、指導、支援やリーダー養成の推進

・消防クラブに関する活動支援を行った。
一宮市総合防災訓練に参加し（20名）、愛知県消防学校指導者科に1日入校した（3
名）。

・広く一般市民へ参加を呼び掛け、女性リーダー研修会を開催　1回、参加者数：58人
・女性団体の活動に対して補助金を助成　28団体

・広報やホームページ、いちのみやし男女共同参画情報紙「いーぶん」、懸垂幕（男女
共同参画週間）により啓発。

施策（２）　女性の活動拠点の整備

①地域活動への男女の積極的参加の促進啓発の推進

施策（１）　男女が共同で参加できる地域活動の推進

①女性の学習活動、社会活動の場となる活動拠点の整備の研究
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所　管　課 事　　業　　実　　績

地域ふれあい課 ・市民活動に関する情報交流の場として、「一宮市市民活動情報サイト」を運営した。

福祉課

生涯学習課 ・託児ボランティアグループ打合せ会と子育てネットワーカー打合せ会を開催

社会福祉協議会 ・市内福祉施設長会議を開催（6月4日）

・ボランティア連絡会を年４回開催（4月4日・6月27日・9月5日・3月6日）

地域ふれあい課 ・市民活動に携わる市民の活動拠点となる支援センターを運営した。

・市民活動の実務に精通したアドバイザーが市民活動の様々相談に応じた。
　相談件数：12件

福祉課

高年福祉課 ・地域において介護予防活動を実施しているNPOに対して助成　4団体

生涯学習課 ・諸団体との連携を図りながら支援を進めた。

社会福祉協議会 ・登録ボランティアグループに活動費の助成　54グループ

・一部公費負担のボランティア保険への加入手続きを行った。
　（300グループ・個人12,016名）

地域ふれあい課

福祉課

高年福祉課 ・介護予防事業のボランティアを養成　12回　延参加者数：216人

子育て支援課
・子育て支援センター事業を手助けするボランティアを養成する講習会を開催
　13回　延参加人数：18人

生涯学習課

社会福祉協議会

・社会福祉協議会が実施しているボランティア活動事業に補助金を交付し、事業の支
援を行った。

・各種ボランティア養成講座を開催　点訳講習会15回6名受講、手話奉仕員養成講座
40回19名受講、音訳講習会10回8名受講、ガイドヘルプ2回4名受講、定年退職者4回
13名受講、防災ボランティア2回17名受講、傾聴ボランティア、要約筆記10回5名受講、
障害者スポーツサポートボランティア4回6名

・社会福祉協議会が実施しているボランティア活動事業に補助金を交付し、事業の支
援を行った。

③ボランティア養成講座の開催

・市民の市民活動に対する理解及び関心を高めるとともに、市民活動団体の活性化及
びその活動の促進を図るため、18歳以上のすべての市民に選択する権利を付与し、そ
の選択結果に応じて市民活動団体に対して支援金を交付
　交付確定団体数：77団体

・社会福祉協議会が実施しているボランティア活動事業に補助金を交付し、事業の支
援を行った。

・地域の課題を自らが主体となって解決していこうという、地域のキーパーソンの発掘・
育成を目的に、講座を開いた。6回連続講座　延参加者数：66人

・各種ボランティア講座を開催
　家庭教育支援ボランティア養成講座 １コース（9回） 延参加者数：119人
　日本語教授法集中セミナー １コース（2回） 延参加者数：38人、
　実践通訳・翻訳ボランティア講座 ２コース（１コース１回） 延参加者数：49人

施策（４）　ボランティア活動の支援

①ボランティア活動の情報収集の推進

②ボランティア諸団体への支援の充実

8



福祉課

生涯学習課 -

社会福祉協議会 ・「ボランティアセンター」として、活動を希望する方の登録、斡旋業務を実施

福祉課

社会福祉協議会
・継続して活動し、模範となる方に、県福祉大会の表彰候補として推薦する。（今年度な
し）

⑤ボランティア活動に対する顕彰制度の研究

④ボランティアバンクの設置の検討

・社会福祉協議会が実施しているボランティア活動事業に補助金を交付し、事業の支
援を行った。

・社会福祉協議会が実施しているボランティア活動事業に補助金を交付し、事業の支
援を行った。
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課題３　国際理解と国際交流の推進

所　管　課 事　　業　　実　　績

生涯学習課 ・国際交流市民フェスタを開催　１回、参加者数507人、

・国際交流ハイキングを実施　１回、参加者数47人、

・スポーツ交流を実施　１回、参加者数84人、

・小さな交流事業を実施　10回、延参加者数：509人、

・イタリア、トレヴィーゾ交流を実施　1回、延参加者数109人、

・ふれあいウォーキングを実施　1回、参加者数54名、

・フレンドシップ国交流を実施　10回、延参加者数1641人

生涯学習課 ・外国語会話初級講座を実施　１コース10回、延参加者数235人、

・ホームステイー受入セミナーを実施　1回、参加者数21人、

・親子国際理解セミナーを実施　１回、参加者数34人、

・アメリカセミナー＆オーストラリアセミナーを実施　4回、延参加者数70人、

・イタリアセミナーを実施　１コース4回、延参加者数65人、

・日本語の教え方基礎セミナーを実施　1コース2回、延参加者数38人、

・中華料理講座を開催　2回、延参加者数41人

・国際理解ワークショップを実施　14回、延参加者数1471人

・フレンドシップ国パネルを作成　4カ国

・協会ニュースを発行　年3回

生涯学習課 ・外国人への情報提供を実施　生活ガイドの配布１００冊

・日本語ひろばの開設　3教室、延194日・延参加者数4803人

・外国人対象安全セミナーを実施　2回、延参加者数63人、

・やさしい日本語の伝え方セミナーを実施　1回、参加者数8人

所　管　課 事　　業　　実　　績

生涯学習課 ・親善ボランティアを育成した。　　　ボランテイア登録者数202人

生涯学習課
・ボランティアの自主企画活動に補助金を交付を行い、活動の支援を実施
　助成回数：10回

・国際交流団体等に事業費の補助を行い、活動の支援を実施　助成団体数：2団体

施策（１）　国際理解と国際交流事業の推進

②国際理解・国際交流推進の情報収集・提供の充実

②ボランティア活動の支援の推進

施策（２）　国際交流のためのボランティア活動への支援の強化とコーディネーターの養成

①親善ボランティア、ボランティアコーディネーターの養成

③市内在住外国人への生活適応支援の推進

①国際色豊かな行事の充実
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目標Ⅲ　労働における男女平等の実現
課題１　就業機会の確保の促進

所　管　課 事　　業　　実　　績

経済振興課 ・（新）国・県のパンフレットを窓口で配布し啓発した。

働く婦人の家 -

企画政策課

所　管　課 事　　業　　実　　績

経済振興課 ・国・県のパンフレットを窓口で配布し啓発した。

所　管　課 事　　業　　実　　績

経済振興課 ・若者就職支援フェアを開催した。職業適性診断参加者：35人（うち男性20人）

働く婦人の家

経済振興課 ・若者就職支援フェアを開催　合同企業説明会参加者92人

働く婦人の家 -

経済振興課 ・若者就職支援フェアを開催　セミナー・個人相談参加者数：20人（うち男性15人）

働く婦人の家 前掲　Ⅲ－１－(3)－①

②女性求職者に対する雇用情報の提供の充実

施策（２）　就業機会における男女平等の推進

①パンフレット等による普及啓発

施策（３）　女性求職者に対する支援

・広報やホームページ、いちのみやし男女共同参画情報紙「いーぶん」、懸垂幕（男女
共同参画週間）により啓発した。

施策（１）　女性の社会性及び職業意識の向上

①働く女性に対して、関係機関と連携を図り、職業人としての意識高揚の啓発

③短期職業講習会等の充実

①就業希望女性に対する職業適性相談の充実

・女性職業適性相談を行った。仕事の適性や職場の人間関係などの悩みについて、職
業適性相談員が個別に相談に応じた。毎月第4土曜日 (女性のみ) 　15件

②男女に対して、家事・育児・介護等家庭責任の共同分担意識高揚の啓発（前掲　Ⅰ－１－(1)－②）
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課題２　働く女性の就業条件の改善

所　管　課 事　　業　　実　　績

経済振興課 ・県と共催でワーク・ライフ・バランスセミナーを開催した。

経済振興課 ・国・県のパンフレットを窓口で配布した。

経済振興課 ・国・県のパンフレットを窓口で配布した。

働く婦人の家 ・国・県のパンフレットを窓口で配布した。

所　管　課 事　　業　　実　　績

経済振興課 ・国・県のパンフレットを窓口で配布した。

働く婦人の家 ・国・県のパンフレットを窓口で配布した。

経済振興課 ・国・県のパンフレットを窓口で配布した。

経済振興課 -

福祉課 ・思いやり会館等において、内職相談を実施　延べ人数95日、延べ件数1154件

経済振興課 前掲　Ⅲ－１－(3)－③

働く婦人の家 前掲　Ⅲ－１－(3)－①

施策（２）　女性の就職・再就職システム等の整備

①関係機関との協力による職場における男女平等に関する労働法規セミナー等の開催

施策（１）　各種制度の周知・啓発

③パンフレット等による職場におけるセクシュアル・ハラスメント防止の意識啓発する。

②広報等による家内労働法の周知

①パンフレット等による育児・介護休業制度、再雇用促進給付金制度及び再雇用制度の普及啓発

⑤短期職業講習会等の充実（前掲　Ⅲ－１－(3)－③）

③在宅勤務のあり方の調査研究

②広報等による男女雇用機会均等法、労働基準法、育児・介護休業制度等の周知

④関係機関との協力による内職に関する情報提供
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所　管　課 事　　業　　実　　績

働く婦人の家

経済振興課 ・国・県のパンフレットを窓口で配布した。

働く婦人の家 -

働く婦人の家 前掲　Ⅲ－１－(3)－①

所　管　課 事　　業　　実　　績

経済振興課 -

農業振興課 ・農村生活アドバイザー、一宮市女性農業者会議により啓発を行った。

経済振興課 -

農業振興課 -

農業振興課 ・県のパンフレットを窓口で配布し啓発した。

経済振興課

②広報等によるパートタイム労働者、派遣労働者に関する関係法規の周知

②協同組合等と共に、女性会員加入促進及び女性役員登用の啓発

④女性の起業活動についての調査研究

・ビジネス支援事業、SOHOインキュベータ支援事業で、起業家の支援を行いながら調
査研究を進めた。

施策（３）　女性の職業能力の開発・パートタイム労働者等の労働条件の向上

①職業能力開発研修の充実

施策（４）　農業や商工自営業における女性の参画の拡大

・職業生活に必要な教養・知識及び技能を習得する教室「TOEIC教室」～500点突破
コース～を開催 (男性参加)　30回(１コース15回)　延参加者：426人（うち男性137人）

①パンフレット等による性別役割分担等の慣行や習慣の解消のための啓発

③労働相談事業の充実

③農業経営における家族経営協定制度の普及啓発
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課題３　育児・介護環境の充実

所　管　課 事　　業　　実　　績

保育課 (改）・乳児保育　34園（公立）13園(私立）　延入所児童数　22,051人

（改）・一時保育　8園（公立）8園(私立）　延利用者数　13,501人

保育課

保育課

経済振興課 ・県と共催でワーク・ライフ・バランスセミナーを開催した。

子育て支援課
・次世代育成支援行動計画の推進状況を、地域協議会にて進行管理を行った。
1回　委員数17人（うち男性5人）

・家庭児童相談員による相談を行った。延相談件数：178件

・「子ども悩みごと相談-休日・夜間ダイヤル-」による相談を行った。延相談件数：59件

・赤ちゃんふれあい体験を行った。　5回、延参加人数：27人

・中学生の体験保育を行った。夏休み（６日間）
　実施回数：6回　延参加人数：1,760人（うち男子304人）

・子育て支援センター・子育てひろばで子育て相談を行った。
　月～金曜日の9時～16時　延相談件数：4,742件

・子育て支援情報誌・一宮市子育て支援センター情報紙の発行により、子育てに関わる
情報の提供を行った。
情報誌　発行部数：12,000部(年1回　4月発行）
情報紙　発行部数：26,000部(年4回　4・7・10・1月発行）

・子育て支援サイトにより、PCから情報検索、掲示板書き込みをする場を提供した。
　また、掲示板は携帯電話からも書き込み可能。掲示板会員登録数：2,173件

・うごく子育てサロン　こっこ　を開設した。
　支援センターの保育士が公の施設に出向いて子育て相談等を実施し、固定施設を
　補完した。（月１６箇所）　施設来所者数：8,335人

①産休明け保育、乳幼児保育の充実

(改）・延長保育　53園（公立）13園(私立）、延利用者数：74,967人
公立保育園の指定園（22園）は7時30分～19時、土曜は17時まで。指定園以外（31園）
は8時～18時、土曜は13時まで。私立保育園は、園によって異なる（最長７時～20時）。
　

施策（１）　保育の充実

・休日保育　若の宮保育園、一宮尚正会保育園（私立）　延利用者数：58人
　開所時間：午前8時～午後6時

④事業所内託児施設の設置の啓発

③夜間保育、日曜保育の研究

⑤子育て相談等子育て支援体制の充実

・病後児保育　神明保育園（公立）、延利用者数：142人
　開所日：月～金曜日（休園日を除く）　　開所時間：午前8時～午後6時

②延長保育の充実
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所　管　課 事　　業　　実　　績

子育て支援課
・ちびっ子広場、児童遊園の整備充実に努めた。
　ちびっ子広場：298か所　児童遊園：54か所

公園緑地課 ・都市公園新設改良を行った。

公園緑地課 ・都市公園新設改良を行った。

子育て支援課

生涯学習課
・市立の公民館で、家庭・青少年学習事業を行い、子ども向け学習機会の充実に努め
た。　23公民館　延116回、延参加者数：8,799人

子ども文化広場図書館
・児童文化教室を子ども文化広場図書館、地域文化広場で開催した。
（14種類32教室156回開催、延べ参加人数3,041人）

子育て支援課

所　管　課 事　　業　　実　　績

経済振興課 ・国・県のパンフレットを窓口で配布した。

経済振興課 ・県と共催でワーク・ライフ・バランスセミナーを開催した。

経済振興課 ・国・県のパンフレットを窓口で配布した。

②野外活動施設の整備研究

施策（２）　子どもをとりまく環境の整備

①都市公園、ちびっこ広場、児童遊園等子どもの遊び場の整備充実

施策（３）　育児・介護休業制度の普及

③児童館、地域文化広場、公民館等での子ども向け学習活動の充実

④学童保育の充実

・（改）児童館・児童クラブにおける放課後児童保育を行った。　月～土曜日
　　児童館25館（木曽川3館は1館につき2クラブ）、児童クラブ29か所（体の不自由な
    児童を対象としたクラブを含む。）
⇒児童館の木曽川3館は各1クラブ増、児童クラブ1か所増

①広報等による育児・介護休業制度の内容、各種支援制度の周知（前掲　Ⅲ－2－(1)－②）

③パンフレット等による再雇用制度の普及啓発（前掲　Ⅲ－2－(2)－①）

②関係機関との協力による介護休業制度についてのセミナー等の開催（前掲　Ⅲ－2－(1)－①）

・（改）児童館・児童クラブにおける放課後児童保育を行った。　月～土曜日
　　児童館25館（木曽川3館は1館につき2クラブ）、児童クラブ29か所（体の不自由な
    児童を対象としたクラブを含む。）
⇒児童館の木曽川3館は各1クラブ増、児童クラブ1か所増
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課題４　職場における男女平等の実現

所　管　課 事　　業　　実　　績

働く婦人の家 -

経済振興課 ・県と共催でワーク・ライフ・バランスセミナーを開催した。

経済振興課 -

経済振興課 ・県と共催でワーク・ライフ・バランスセミナーを開催した。

働く婦人の家 -

②関係機関との協力による事業所の雇用管理における男女の均等な取扱いの促進

施策（１）　環境における男女平等の実現

①関係機関との協力による労働相談の充実

④職場における性別役割分担意識の是正の推進

③関係機関との協力による男女の賃金格差の原因及び改善方法の研究
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目標Ⅳ　健康と福祉の充実
課題１　健康づくりの推進

所　管　課 事　　業　　実　　績

健康づくり課 ・市民健康まつりを開催　延参加者数：3,800人

健康づくり課 ・「健康日本21いちのみや計画推進講座及び講演会」の開催

健康日本21いちのみや計画の7分野等をテーマに開催　延参加者数：840人

健康づくり課 ・各保健センターで、保健師による健康相談（月～金）を実施　延参加者数：4,145人

健康づくり課 ・各出張所等での健康相談を実施　延相談者数：2,187人

働く婦人の家 ・体操教室を開催 (女性のみ)　14コース　延参加者数4,851人

スポーツ課 ・各種目市民大会を開催　34競技団体　56大会　延参加者数：29,712人

スポーツ文化センター

・センター部門を開催　31教室（800回）、延参加者数：20,108人
　産後ヨガ、ママ＆ベビー体操、笑い体操、はじめてのフィットネスダンス、かんたん気
功、足裏健康、楽しい卓球、中高年のヘルシーアップ体操、女性レクスポーツ、魅惑の
フラダンス、ビューティーヨガ、ヨガストレッチ、リフレッシュダンス、楽しいバドミントン、ソフ
トバレエ（美容バレエ）、タイ式ヨガ、初めての二十四式太極拳、中高年のリズム体操、ベ
リーダンス、癒しのヨガ、初級ゆる体操、脂肪燃焼エアロ、中高年の健康体操、幼児体
操、キッズスポーツ、キッズダンス、肩こり解消運動等。
・スケート場部門を開催　9教室（328回）、延参加者数：8,424人
　小学生スケート、土曜スケート、親子スケート、初心者スケート、フュギアスケート、幼児
スケート等。

スポーツ課 ・グラウンド・ゴルフ、ペタンク、タスポニー、キンボール等球技用具の貸出を行った。

施策（１）　健康への意識の向上、スポーツの奨励

①市民健康まつりの充実

②健康への自覚の高揚を図る健康講座等の充実

③年齢に応じた健康管理指導の充実

⑤スポーツ大会・教室の開催・充実

⑥ニュースポーツ用具の貸し出しの充実

④女性のかかる病気の相談の充実

・地区スポーツ教室（23連区）、ニュースポーツ大会を開催した。
　46教室（1教室5回）　延参加者数：5,793人
・ニュースポーツフェスティバル2010を開催した。
　6種目　延参加者数：770人（うち男性282人）
・広報活動として体指だよりの発行し各町内会へ回覧した。7月・3月　各13,000部
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所　管　課 事　　業　　実　　績

健康づくり課 ・調査・研究を行った。

健康づくり課

健康づくり課 ・健康ひろばやホームページにより啓発した。

所　管　課 事　　業　　実　　績

生涯学習課 ・お母さんの勉強室を開催　１コース（３回）、延参加者数：60人

学校教育課 ・性教育読本（はばたく中学生）で生命尊重の教育の充実を図るように努めた。

健康づくり課

子育て支援課
・ママといっしょでいいな　１歳児親子対象に、年９箇所・２回シリーズで開催
　延参加人数：659人（母親328人、子ども331人）

子育て支援課
・乳幼児を持つ親対象に、育児講座を開催　年11回
　延参加人数：656人（父親30人　母親298人　子ども301人　その他27人）
・乳幼児を持つ親対象に、育児講演会を開催　年１回
　参加人数：大人170人（うち男性18人）、子ども42人

生涯学習課

健康づくり課 ・育児相談で、乳幼児の発育・発達・栄養の相談を実施　36回、延相談者数：922人

保育課
・公立保育園で育児相談を行った。月～金曜日の9時～16時
相談件数　７，３７０件（うち在園児以外の保護者1,485件）

子育て支援課
・子育て支援センター・子育てひろばで子育て相談を行った。
　月～金曜日の9時～16時　延相談件数：4,742件

・うごく子育てサロン　こっこ　で子育て相談を行った。月16箇所開設

　開設日の10時～15時（一部14時まで）施設来所者数：8,335人

③自営業等在宅女性への広報等による受診の啓発

①学校・家庭・社会での母性機能尊重の教育の充実

②母子保健事業の充実

・4か月、1歳6か月、3歳児健康診査及び2歳児歯科健康診査を実施
　272回、延受診者数：13,042人

・赤ちゃんセミナーを開催
　６コース（１コース３回）、延参加者数：519人（うち親子参加8回：延323人）

・幼児期家庭教育セミナーを開催
　前後期各１コース（１コース５回）、延参加者数：374人（うち親子参加４回：延232人）

施策（３）　母性保護の充実

②骨粗しょう症検診の充実

①子宮がん・乳がん検診の簡便かつ精度の高い検査方法の調査・研究

・日ごろ健康診断の受診機会の少ない、18歳から39歳までの女性を対象に、骨量測定、
血液検査等を実施
　骨量検査受診者数：1,043人、血液検査等受診者数：1,359人

・女性を対象に、節目年齢時に骨量測定を実施する。
40・45・50・55・60・65・70歳の節目年齢時に骨量測定を実施　受診者数：625人

③両親が参加できる育児教室等の充実

④育児相談の充実

施策（２）　健康診断への自覚の向上と検診制度の充実
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子育て支援課
・ファミリー・サポート・センターを充実した。
　援助会員：123人、依頼会員：544人、両方会員：71人、活動件数：4,521件

・子育てサークル活動の支援を行った。活動サークル数：55サークル

・（改）２歳児とその親を対象に、親子エプロンタイムを開催した。
　４回　参加人数134人（母親62人　子ども62人　その他10人）
・ひよこっこ　5～11か月児親子対象を開催した。　３箇所で開催　各月１回　年３６回
　延参加人数：2,803人（父親2人　母親1,396人　子ども1,403人　その他2人）

・産後ヘルプ事業として、出産前後の家事・育児の困難な世帯へのヘルパー派遣を
行った。　活動件数：50件

保育課

・園庭開放事業　延利用者数：16,236人（公立保育園53園）
未就園児等の親子に園庭を開放し、遊び場の提供や在園児との交流、育児相談も行
う。

生涯学習課

・2歳未満の幼児をもつお母さんの交流会として、フレママひろばを開催　年80回

・幼児をもつ親の交流会として、ぴよぴよらんどを開催　年24回

健康づくり課 ・保健師が家庭訪問を行い妊産婦の相談に応じた。　延訪問者数：1,532人

・こんにちは赤ちゃん事業実施　延訪問者数：1,554人

所　管　課 事　　業　　実　　績

企画政策課 ・広報やホームページ、いちのみやし男女共同参画情報紙「いーぶん」により啓発。

所　管　課 事　　業　　実　　績

青少年育成課
・出会い系サイト利用防止、有害図書類自販機設置防止等に関して
チラシを夏5,000枚、冬45,521枚を作成し、啓発を行った。

健康づくり課 ・保健所より支給された関連ポスターや関連パンフレットを掲示、配布

・保育園を会場に、温かい家庭と地域づくりを考える地域母親教室を随時開催
　48園

・1歳未満の乳児をもつお母さんの交流会として、フレッシュママ交流会を開催
　年48回

①パンフレット等による買売春等青少年の性の乱れの防止啓発

施策（４）　リプロダクティブ・ヘルス／ライツ意識の浸透

①パンフレット等による啓発

②保健所との協力によるエイズへの理解、覚醒剤等麻薬汚染防止の啓発

・2歳から未就園児をもつお母さんの交流会として、ステップアップママひろばを開催
　年12回

・疾病等で家庭での児童の養育が一時的に困難になった場合、児童福祉施設を利用し
て一時的に養育を行った。利用延日数：20日　利用人数：6人

⑤保育園等での育児支援の充実

施策（５）　性の尊重と性風俗のみだれの防止

⑥妊産婦の精神的支援の充実

・生後28日以内の新生児のある妊婦に対し、希望者には助産師による新生児・産婦訪問を
行った。　延訪問者数：1,410人
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課題２　母子家庭、障害者等への支援

所　管　課 事　　業　　実　　績

子育て支援課 ・母子家庭等日常生活支援事業を行った。利用延時間数：11時間

・母子自立支援員による相談を行った。延相談件数：2,541件

・ケースワーカーによる相談を行った。延相談件数：11件

・母子家庭の自立支援のため、教育訓練に対する給付を行った。支給人数：5人

・看護師等の資格取得を目指す母子家庭の母に対し、訓練促進費を支給した。
　支給人数：19人

建築住宅課 ・入居申込資格のうち、収入基準において優遇措置実施。

朝日荘

子育て支援課 ・国県等の母子福祉制度のチラシ、広報で周知に努めた。

所　管　課 事　　業　　実　　績

子育て支援課 ・国県等の母子福祉制度のチラシ、広報で周知に努めた。

子育て支援課 ・母子寡婦福祉会が実施する社会見学等に対して補助を行った。参加者数：399人

保険年金課

子育て支援課 ・児童扶養手当を支給　延支給者数：52,796 人

子育て支援課
・子育て支援センター・子育てひろばで子育て相談を行った。
　月～金曜日の9時～16時　延相談件数：4,742件

・うごく子育てサロン　こっこ　で子育て相談を行った。

　月16箇所開設　　開設日の10時～15時（一部14時まで）
　施設来所者数：8,335人

・子育て支援情報誌・一宮市子育て支援センター情報紙の発行により、子育てに関わる
情報の提供を行った。
　情報誌　発行部数：12,000部(年1回　4月発行）
　情報紙　発行部数：26,000部(年4回　4・7・10・1月発行）

・子育て支援サイトにより、PCから情報検索、掲示板書き込みをする場を提供した。
　また、掲示板は携帯電話からも書き込み可能。掲示板会員登録数：2,173件

・入居者の自立促進を図るために、就労、生活、児童の養育等に関しての支援に積極
的に取り組む。

①生活の自立支援相談の充実

施策（１）　母子家庭の自立支援

②親子交流事業の推進

⑤相談事業の充実（前掲　Ⅲ―3―(1)―⑤）

②市営住宅への入居の優遇措置の推進

③母子生活支援施設の運営

④児童扶養手当の支給

・満18歳に達する年度末まで、児童のいる世帯で医療費の一部を助成
・受給者数（年間平均）7,419人（内父親130人）
・給付額255,003,743円

①仕事や病気による日常生活に一時的支障が生じる場合の養育支援制度の周知

④国・県等の母子福祉制度の周知

施策（２）　母子、父子家庭への子育て支援の充実

③母子家庭等への医療費の助成
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所　管　課 事　　業　　実　　績

福祉課
・授産・更生施設におけるサービス及びこれが移行した新体系のサービスの充実を推進
した。

福祉課 ・就労移行事業、就労継続事業、職親等の事業を実施

経済振興課 ・障害者を雇用した事業主に雇用奨励金を支給　対象人数：178人

福祉課
・障害程度や社会活動や介護者、居住等の状況をふまえ、障害福祉サービスを提供し
た。

・日常生活能力の回復を図るため、自立支援医療給付を行った。

・社会参加の活動の充実のため、コミュニケーション支援事業等を実施

・安定した日常生活を送るため、補装具・日常生活用具の給付を実施

・社会福祉協議会が実施している地域福祉サービスセンター事業、権利擁護事業に

補助金を交付し、事業の支援を行った。

・（臨）平成21年度から3か年の障害者の地域生活移行や就労支援に関する目標値や

その方策等を定めた第二期障害福祉計画に基づき、障害者支援施策を推進した。

社会福祉協議会
・地域福祉サービスセンター事業として日常生活支援のため相談を行なった。
　相談件数：179件

福祉課 ・一宮市障害者基本計画等の着実な実施に努めた。

施策（３）　障害者の自立と生活の支援

①授産・更生施設の充実

④人にやさしいまちづくり基本計画、障害者基本計画の推進

②障害者雇用の促進

③障害者の日常生活の支援の充実
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課題３　高齢者の福祉の充実

所　管　課 事　　業　　実　　績

高年福祉課 ・補助金を交付し、拡充に努めた。会員数1,461人（男性948人、女性513人）

シルバー人材センター ・作業の安全普及の強化及び福祉家事講習会を拡充した。　延参加者数:175人

福祉課

社会福祉協議会 ・高齢者向けボランティア活動メニューを開拓した。（退職者ボランティア講座を開催）

福祉課

高年福祉課
・伝承教育等講師派遣事業（延派遣者数14人）、友愛訪問活動事業（参加者数1,088
人）、三世代交流事業（延参加者数6,586人）を促進した。

高年福祉課 ・教養講座（延参加者数23,191人）、高齢者大学（参加者数170人）他5事業を実施した。

学校教育課 ・中学校全校が社会福祉協力校として活動した。

高年福祉課
・老人クラブ事業補助金等を交付し、支援した。
　544クラブ　会員数39,875人（男性17,989人、女性21,886人）

社会福祉協議会 ・老人クラブ事務局として、様々な事業の支援をした。

所　管　課 事　　業　　実　　績

保険年金課 ・広報を通じて制度を紹介する他に、窓口にパンフレットを設置して周知を図った。

⑥福祉協力校の拡充

・社会福祉協議会が実施しているボランティア活動事業に補助金を交付し、事業の支援
を行った。

①年金制度の周知

③地域活動で担う福祉のネットワークづくり

施策（２）　経済基盤の確立と支援

・地域内の要援護世帯を見守り、支援する見守りネットワーク推進委員会(社協支会)の
活動費の一部を実施主体である社会福祉協議会に助成し、地域福祉の向上を図った。

⑤高齢者の「生きがいと健康づくり事業」の推進

⑦老人クラブの支援の推進

施策（１）　生きがいのもてる地域社会づくり

④地域における高齢者の社会参加の機会の促進

①シルバー人材センターの拡充・強化

②ボランティアセンターの充実
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所　管　課 事　　業　　実　　績

建築住宅課

建築住宅課 ・既存住宅の一部を高年齢者対応住宅に改修。

高年福祉課 ・平成１７年４月、市営老人ホームは民間委託となり、すでに個室となっている。

公園緑地課 ・都市公園新設改良を行った。

高年福祉課
・老人いこいの家等の維持・運営を行った。
　延利用者数:591,764人（男性308,465人、女性283,299人）

所　管　課 事　　業　　実　　績

高年福祉課
・市、医師会、保健所等関係機関が参加する地域ケア会議を開催した。
　開催回数：10回、延参加者数：202人(男性78人、女性124人）

健康づくり課

所　管　課 事　　業　　実　　績

高年福祉課 ・パンフレットの印刷、広報掲載、講座を行った。

高年福祉課 ・高齢者福祉運営協議会を開催した。　開催回数：2回（男性7人、女性3人）

・介護相談員を13人派遣した。　(男性4人、女性9人）

・心配ごと相談を実施した。延相談者数590人（男性243人、女性347人）

・地域包括支援センター事業を実施した。

高年福祉課 -

社会福祉協議会 -

高年福祉課 ・家族介護教室（認知症介護家族支援教室）を開催　6回、延参加者数：98人

③市営老人ホームの個室化の推進

・本来入居申込は、2人以上ですが、60歳以上の方、又は昭和31年4月1日以前に生ま
れた方は、単身入居申込実施。

①市営住宅への入居の優遇措置の推進

②高齢者向け市営住宅の推進

施策（３）　生活環境の整備

③在宅介護充実のため、市・介護ボランティア・地域組織のネットワーク化の推進

④介護ボランティアの育成と組織化の推進

②訪問指導や健康相談の充実

①保健・医療・福祉等関係機関との連携の強化

施策（４）　地域ケアシステムの整備・充実

⑤老人いこいの家等の娯楽施設の充実

高年福祉課

・前年度に生活機能評価未実施の独り暮らし老人の家庭に、看護師が家庭訪問をした。
延面接者数：961人。

⑤介護講習会の充実

②総合的な介護サービス提供体制の検討

施策（５）　介護と支援体制の充実

④高齢者のスポーツ促進のため、都市公園等の有効活用の推進

①介護保険制度の周知
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高年福祉課 ・認知症介護家族交流会を開催　12回、延参加者数：152人

社会福祉協議会 ・家族介護者リフレッシュ事業を開催　6回、延参加者数：138名

高年福祉課 ・地域密着型サービス施設等建設補助金を交付　交付件数1件

高年福祉課 ・社会福祉施設建設補助金を交付した。(平成22・23年度事業)　　交付件数1件

⑧特別養護老人ホームの建設

⑦高齢者ケア施設の整備

⑥介護経験者のネットワーク化の推進
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目標Ⅴ　推進体制の整備・充実
課題１　推進体制の整備・充実

所　管　課 事　　業　　実　　績

企画政策課
・市長を会長とし、幹部会議を構成する者を委員とする一宮市男女共同参画推進会議
を設置している。

企画政策課
・4/26、7/12、8/23、10/18、11/15、1/31、3/16に、新計画の策定に関して、推進会議
を開催

所　管　課 事　　業　　実　　績

・男女共同参画推進懇話会が新計画に関する市長答申を行い、6回（5/26、7/30、
9/29、10/26、11/22、2/7）開催し、新計画を策定した。

・懇話会作業部会の起草部会を3回（4/15、7/15、8/26）開催し、新計画に関する検討
を進めた。

所　管　課 事　　業　　実　　績

人事課 ・自治大学校に女性を1名派遣

・市町村アカデミーに女性を1名派遣

・職員向け男女共同参画研修を実施　対象：新入職員（100名　うち男性61名）

所　管　課 事　　業　　実　　績

企画政策課 ・引き続き、国･県・関係機関との連携を図った。

施策（３）　職員研修の充実

①国・県・関係機関との連携

施策（４）　国・県・関係機関との連携

施策（１）　庁内推進体制の整備・充実

①推進組織の整備

①男女平等に関する研修の充実（前掲　Ⅱ―1―(3)―③）

②一宮市男女共同参画推進会議の開催

施策（２）　施策の総合的推進

①一宮市女性問題（男女共同参画推進）懇話会の開催

企画政策課

25



資料２

※（　）の数字が女性数

①審議会等(法令･条例にて設置） 4月1日現在

年   度 22 23

委　員　数 788 (248) 1047 (310)

女性委員の比率 31.47% 29.61%

参考：県内市町村の合計 24.39% ―

②職員数（全職種） 4月1日現在

年   度 22 23

院長・副院長 5(0) 5(0)

部長 21(0) 21(0)

次長 31(1) 31(2)

課長 148(15) 164(15)

副主監（課長補佐） 219(34) 227(39)

計 424(50) 448(56)

管理職の女性比率 11.79% 12.50%

全体 1343(311) 1353(306)

全体の女性比率 23.16% 22.62%

③小中学校 4月1日現在

年   度 22 23

校長 61(7) 61(9)

教頭 61(7) 61(8)

主幹教諭 2(1) 2(0)

校長･教頭・主幹教諭女性比率 12.10% 13.71%

全体 1751(990) 1745(935)

全体の女性比率 56.54% 53.58%

（参考）

小中学校PTA会長 4月1日現在

年   度 22 23

小中学校PTA会長 61（10） 61（14）

女性会長の比率 16.39% 22.95%

市議会議員 4月1日現在

年   度 22 23

市議会議員 44（4） 43（4）

女性議員の比率 9.09% 9.30%

女性登用等状況表



資料２－１

H22.4.1 H21.4.1 H20.4.1

総委員数 内女性数 女性比率（％） 女性比率（％） 女性比率（％） 女性比率（％）

1 一宮市表彰審査委員会 8 0 0.00 0.00 ― ― 企画部 秘書広報課

2 総合計画審議会（休止中） ― ― ― ― ― ― 企画部 企画政策課

3 特別職報酬等審議会（休止中） ― ― ― ― ― ― 企画部 人事課

4 一宮市退職手当審査会（休止中） ― ― ― ― ― ― 企画部 人事課

5 自転車等駐車対策協議会 21 0 0.00 ― ― ― 企画部 地域ふれあい課

6 一宮市市民活動支援制度審査会 5 2 40.00 40.00 ― ― 企画部 地域ふれあい課

34 2 5.88 15.38 ― ―

7 一宮行政改革推進委員会 5 1 20.00 20.00 20.00 20.00 総務部 行政課

8 一宮市情報公開審査会 5 1 20.00 20.00 20.00 20.00 総務部 行政課

9 一宮市個人情報保護審議会 5 1 20.00 20.00 20.00 20.00 総務部 行政課

10 一宮市防災会議 37 1 2.70 5.56 2.78 2.94 総務部 行政課危機管理室

11 一宮市国民保護協議会 36 0 0.00 2.78 2.78 2.86 総務部 行政課危機管理室

88 4 4.55 6.90 5.75 5.95

12 国民健康保険運営協議会 20 5 25.00 25.00 20.00 30.00 市民健康部 保険年金課

13 一宮市口腔衛生センター運営協議会 8 0 0.00 12.50 20.00 30.00 市民健康部 健康づくり課

14 尾西地域審議会 10 2 20.00 20.00 11.11 10.00 尾西事務所 総務管理課

15 木曽川地域審議会 10 3 30.00 30.00 20.00 20.00 木曽川事務所 総務管理課

48 10 20.83 22.92 20.00 30.00

16 一宮市障害者自立支援審査会 14 3 21.43 35.71 35.71 21.43 福祉こども部 福祉課

17 一宮市障害者自立支援協議会 17 2 11.76 17.65 35.71 21.43 福祉こども部 福祉課

18 一宮市民生委員推薦会委員 14 3 21.43 21.43 28.57 28.57 福祉こども部 生活福祉課

19 介護認定審査会 63 18 28.57 23.81 23.81 22.22 福祉こども部 高年福祉課

20 一宮市児童館運営委員会 13 6 46.15 23.08 50.00 43.75 福祉こども部 子育て支援課

21 一宮市保育審議会 15 7 46.67 43.75 50.00 43.75 福祉こども部 保育課

22 一宮市青少年問題協議会 29 5 17.24 20.00 23.33 20.00 福祉こども部 青少年育成課

23 一宮市青少年センター運営協議会 14 3 21.43 21.43 21.43 21.43 福祉こども部 青少年育成課

179 47 26.26 24.86 27.81 24.50

24 環境審議会 15 5 33.33 33.33 27.78 22.22 環境部 環境保全課

25 廃棄物減量等推進審議会 20 6 30.00 30.00 30.00 25.00 環境部 清掃対策課

35 11 31.43 31.43 28.95 23.68

26 一宮市働く婦人の家運営委員会 9 3 33.33 33.33 33.33 33.33 経済部 働く婦人の家

9 3 33.33 33.33 33.33 33.33

27 都市計画審議会 17 4 23.53 23.53 23.53 29.41 建設部 まちづくり課

28 都市景観審議会 15 2 13.33 20.00 ― ― 建設部 まちづくり課

29 住居表示審議会（休止中） ― ― ― ― ― ― 建設部 まちづくり課

30 土地区画整理審議会（H20.4.1廃止） ― ― ― ― ― ― 建設部 まちづくり課

31 建築審査会 5 1 20.00 20.00 20.00 20.00 建設部 建築指導課

32 ホテル等建築審査会 10 2 20.00 30.00 30.00 30.00 建設部 建築指導課

33 開発審査会 5 2 40.00 40.00 40.00 40.00 建設部 建築指導課

52 11 21.15 25.00 23.08 29.73

34 一宮市水道料金等審議会（休止中） ― ― ― ― ― ― 上下水道部 経営総務課

35 上下水道事業審議会（休止中） ― ― ― ― ― ― 上下水道部 計画調整課

― ― ― ― ― ―

36 学校運営協議会 403 139 34.49 44.51 42.86 42.86 教育文化部 学校教育課

37 公民館運営審議会 15 6 40.00 40.00 40.00 35.71 教育文化部 生涯学習課

38 一宮市社会教育審議会 14 7 50.00 50.00 42.86 42.86 教育文化部 生涯学習課

39 生涯学習推進会議 29 8 27.59 31.03 31.03 31.03 教育文化部 生涯学習課

40 一宮市体育指導委員連絡協議会 113 51 45.13 45.13 47.66 46.73 教育文化部 スポーツ課

41 文化財保護審議会 10 2 20.00 20.00 20.00 10.00 教育文化部 博物館事務局

42 一宮市三岸節子記念美術館運営協議会 8 3 37.50 37.50 25.00 25.00 教育文化部 博物館事務局美術館

43 図書館協議会 10 6 60.00 60.00 60.00 60.00 教育文化部 豊島図書館

602 222 36.88 43.25 42.49 41.15

1047 310 29.61 31.47 28.47 27.77

審議会等への女性委員登用状況
H23.4.1

　　　　　担　当　部　課

小　　　　計

小　　　　計

小　　　　計

小　　　　計

小　　　　計

所属

小　　　　計

小　　　　計

審議会等計

小　　　　計

小　　　　計



成果指標一覧 
 

 

基本目標１ 人権を尊重する男女共同参画社会に向けた意識の向上 

 成果指標 
現状 中間年 目標年

数値の算出方法 担当課
H22 H23 H26 H30 

1 
市民が感じる男女の

地位の平等感 
13.3％ 12.6％ 15.3% 17.3%

男女共同参画意識に関する調査で、「社

会全体において男女が平等である」と答

えた人の数／アンケート回答総数×

100 

企画政

策課 

2 
中学生体験保育参加

者の割合 
11.4% 14.6% 11.5% 12.9%

中学生体験保育に参加した人数／中学

生総人数×100 

子育て

支援課

3 
男女共同参画図書の

貸出数 

9,479

冊 

9,147

冊 

11,000

冊 

14,000

冊 

男女共同参画に関する図書の 1 年間の

貸出冊数 

図書館

事務局

 
基本目標２ 政策・方針決定への男女共同参画の促進 

 
成果指標 

現状 中間年 目標年
数値の算出方法 担当課

H22 H23 H26 H30 

1 
審議会等委員への女

性登用率 
31.5% 29.6％ 33.0% 35.0%

法令・条例等に基づく審議会等における

女性委員数／審議会等委員総数×100 

企画政

策課 

2 
市職員における女性

管理職の割合 
11.8% 12.5％ 12.7% 13.7%

市職員における女性管理職員数／管理

職員総数×100 
人事課

3 

公立小中学校の教員に

おける女性管理職の割

合 

12.1% 13.7％ 13.0% 14.0%

校長、教頭、主幹教諭における女性管理

職の在職人数／校長、教頭、主幹教諭総

数×100 

学校教

育課 

4 町会長の女性比率 5.6% 4.4％ 7.6% 9.6% 女性の町会長数／町会長総数×100 
企画政

策課 

5 

男女共同参画人材育

成セミナー修了生の

人数 

11 人 12 人 15 人 19 人
愛知県が主催する男女共同参画人材育

成セミナーを修了した人数 

企画政

策課 

 
基本目標３ 地域・家庭における男女共同参画の推進 

 成果指標 
現状 中間年 目標年

数値の算出方法 担当課
H22 H23 H26 H30 

1 
地域活動への参加経

験者の割合 
43.1% 43.6％ 44.8% 46.5%

総合計画の市民アンケート調査で「この

１年間に、町内会や女性の会、子ども会、

老人会、ボランティア、サークルなどの

地域活動に参加したことがある」と答え

た人の数／アンケート回答総数×100 

企画政

策課 

2 

性別や立場に関係な

く、家庭・地域で自

由に意見交換ができ

ると思う人の割合 

32.4% 32.1％ 37.2% 42.0%

総合計画の市民アンケート調査で「性別

や立場に関係なく、家庭・地域で自由に

意見交換ができていると思う」と答えた

人の数／アンケート回答総数×100 

企画政

策課 

 



基本目標４ 就業の場における男女共同参画の環境づくり 

 
成果指標 

現状 中間年 目標年
数値の算出方法 担当課

H22 H23 H26 H30 

1 
男女差なく働けると

感じる人の割合 
37.4% 35.8％ 44.2% 51.0%

総合計画の市民アンケート調査で「男女

の区別なく働くことができるようにな

っていると思う」と答えた人の数／アン

ケート回答総数×100 

企画政

策課 

2 

仕事と子育ての両立

ができていると思う

人の割合 

68.8% 69.0％ 73.0% 77.2%

総合計画の市民アンケート調査で「仕事と子育

ての両立ができていると思う」と答えた人の数

／「中学生以下の子どもがいる」と答えた人（「現

在仕事をしておらず、仕事をすることを希望し

ていない」と答えた人を除く）の数×100 

企画政

策課 

3 
放課後児童保育施設の

数 
54施設 55施設 59施設 59施設

一宮市に設置されている放課後児童保

育施設の数 

子育て

支援課

4 

出産・育児による退

職後、希望の職場・

職業に就いた人の割

合 

51.3% 45.3％ 57.6% 63.9%

総合計画の市民アンケート調査で「出

産、育児による退職後、子育て中に、希

望の職場・職業に再就職（パート・アル

バイトなどを含む）した」と答えた人の

数／「出産・育児により退職した」と答

えた人の数×100 

企画政

策課 

 
基本目標５ 生涯にわたる心身の健康と福祉の充実 

 成果指標 
現状 中間年 目標年

数値の算出方法 担当課
H22 H23 H26 H30 

1 住民検診の受診率 39.3% 39.7％ 40.8% 42.3%
健康診査及び各種がん検診の受診者数/

当該健診等対象者数×100 

健康づ

くり課

2 

社会に活躍の場を持

っている高齢者の割

合 

35.5% 38.7％ 37.3% 38.6%

総合計画の60歳以上高齢者対象のアン

ケート調査で「社会に活躍の場を持って

いる」と答えた人の数／アンケート回答

総数×100 

企画政

策課 

3 

福祉サービスを受け

ている人の満足度

（５点満点） 

3.6 3.8 3.7 3.8 

総合計画の市民アンケート調査で、本人また

は家族が、障害のある方に対する福祉サービ

ス（介護サービスを含む）を受けている人に

対する「福祉サービスに満足していますか」

という問に対し、「満足」を５、「どちらか

といえば満足」を４、「どちらともいえない」

を３、「どちらかといえば不満」を２、「不

満」を１としたときの平均値 

企画政

策課 

 
基本目標６ 女性に対する暴力の根絶（一宮市ＤＶ対策基本計画） 

 成果指標 
現状 中間年 目標年

数値の算出方法 担当課
H22 H23 H26 H30 

1 
ＤＶを理解している

人の割合 
74.9% 85.4％ 82.0% 90.0%

男女共同参画意識に関する調査で、「ＤＶには、

殴る、蹴るなど身体的暴力だけでなく、精神的・

性的暴力も含まれると知っている」と答えた人

の数／アンケート回答総数×100 

企画政

策課 

2 

ＤＶに関する相談窓

口を知っている人の

割合 

51.1% 48.9％ 62.0% 75.0%

男女共同参画意識に関する調査で、「ＤＶに

関する相談窓口を知っている」と答えた人の

数／アンケート回答総数×100 

子育て

支援課

３ 

ＤＶ被害者へのワン

ストップ支援へ対応

する支援事業数 

0 事業 0 事業 5 事業 10事業

ＤＶ被害者への支援について、庁内共通

の申立書などに基づきＤＶ被害者と認

定して、支援を実施する支援事業の数 

子育て

支援課

資料３


